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研究成果概要 

高エネルギー天体でのイオン加速メカニズムや加速源の分布、また粒子が銀河磁場に

よって拡散されながら地球まで到達する過程は、地球で観測される原子核の組成や強度

スペクトルに反映され、これらの精密測定は宇宙線起源やその天体の物理過程を解く鍵

と考えられる。 

本共同利用研究課題では、“Knee”と呼ばれる全宇宙線強度スペクトルの折れ曲がり

が現れるエネルギー領域の陽子から鉄に至る原子核強度とその変化から、銀河系宇宙線

を研究している。 

このため、標高約 4300mに位置するチベット・羊八井高原に設置した空気シャワー観測

装置（Tibet-III）、空気シャワーコア検出器（YAC）と地下に設置されたミュー粒子検出

器（MD）を連動させ、空気シャワー連続観測を行っている。 

本年度は、シャワー内のミュー粒子数を用いた陽子選別による、陽子スペクトル測定法

をモンテカルロシミュレーションにより調査した。空気シャワー粒子数密度和に対するミ

ュー粒子数の分布を調べる事によって、陽子をその他の粒子から純度90％以上で分けるこ

とが可能であると分かった。この手法を用いたときの空気シャワー核相互作用モデルによ

る系統誤差等を調査し、日本物理学会等で報告した。 
 
・    「 Tibet-III と MD を用いた knee 領域の陽子スペクトル測定法」  
    倉茂大智 他 TibetASgamma グループ  
    （日本物理学会 2020 年 秋季大会 オンライン開催、2020 年 9 月 14 日 ） 
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東京大学宇宙線研究所で行なった研究打ち合わせのための交通費として主に使用した。 

整理番号 F19 

 


